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アメリカ合州国における林業と環境保全運動(1 ) 
一一ピルトモアをめぐる人々一一

伊藤太
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People lnvolved in Biltmore Project 

Taiichi lTo 

要 U 
f分

合州、11却における林業と森林の保全は， 19世期末に急速に進んだ産業化や交通網の整舗に帰国

する東部の都市化の問題と間部の森林破壊による環境問題の顕在化によって始まった。そのi関矢

としてのどjレトモアにおける林業は，第一に科学的林業経営を目指したこと，第二に，近代造i援
の創立者といえるオルムステッドと，後に森林局長として悶宥林の発展に資献したピンシ日ーが

出会い，働いたi誌であるということ，第三三に，林業教脊が始まった場であるということ，第問に，

森林だけではなく，樹木闘や商~[l].農地，牧草地をも含む総合的な環境整備を目指したこと，以

上の4点から議盟である。

結!詰，このプロジェクトはジョージ・パンダーどjレトという傭人の決断に頼るものであったの

で，彼の興味や財力に左右主れ， ここでの森林経営と教育は長期間続かなかった。だが， ここに

関係した人々やここで教宵を受けた人々が，合州艇!の 20t明日の森林の管却を担うことになり，
森林の保全と設う概念の普及の揮をまいた。

1.はじめに

“conservation"という言葉が今日のような f環境保全Jという意味で用いられたのは 1875年
に“AmericanForestry Association"が設京されたi療に， その立て役者のワーダー CWarder，

John Aston) が品切jだと言われる"。その頃， 森林の破壊による問題を体験したヨーロッパ，

とりわけドイツ出身の人々がアメリカでも同様な森林を保全する必要に気づき始めていた。その

ためには，管盟を政府が行なえる休前IJとして，森林を管斑できる技術者と，彼らを育成する教脊

機関の役立が不可欠であった。

政府ではなく一個人の事業ではあったが， ビルトモア CBiltmore) は林業および林業教育の

最初jの実験地となり，その後の理場保全j誌;tE!に大きな影響を及ぼした人々が関係したという点で，

合州国の林業およひ官i境保全の原点であるとも言える。また，そこに近代造闘を服立したオルム

ステッドがFYilわっていたことは x設剥がさ当初jから Hii.t}~ という視点を持っていたことをI~l らかにす

る。 晩年のオルムステッ Fはi設後の情熱をここに注ぎ，彼が森林のちJ却を正せた，アメリカ入品

初jの“forester"であるどンショーはどルトモアを去ってから森林局長として， シオドア・ローズ
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ベルト (Roosevelt， Theodore， 1858 - 1919) 大統領の強力な支按そ得ながら“conservation"

迎動を展開していった。

2 .自然環境の認識の変化と政府の対応

19世紀後半は合州国の社会が激しく変動したi時代であった。産業の発援に持い自然に対する

人間の影響力が急速に拡大し，自然、現墳に対する考-え15も大きく変わらぎるをえなかった。それ
まで資搬は無様蹴にあると認、識され，木材に関しでも伐採したら別の場所に移動するだけだった。

また，木材を必要としないときには森林は邪魔者とみなされ焼き払われた。ところが，都市化が

進んだ東部では資掠の枯渇の兆燥が現われ，西部においても伐採による浸食や砂嵐の発生が大関

組となり始めた九さらに， 1890年にはフロンティアラインの消失貿語・が出された。これによっ

て，自然環境に突然と変化が現われたわけではないが，合州鴎!の資源が無)~蹴であると信じ，使

い檎てを当然、と考えていた人々の心理に大きな影響を及ぼした。

11寺代をさかのぼれば， 1626年に最初の入植地であるマサチューセッツ州プリマス (P1ymous)

で木材の伐採と売買を取り締る法律が制定されたり， 1681年に 5エーカーを間諜する毎に 1

エーカーの樹林を保存せよと含う布告を発した現夜のペンシルベニアナ卜!の鎖ウィリアム・ペン

(Penn， WilIiam， 1644 - 1718) のような事例もあるがヘ これらはヨーロッパの森林lこ関する

対応与をそのまま新世界でも実践したに過ぎないと考えられる。しかし一般には，人出の手の加

わった自然は持品目するが手っかずの自然、は惑踏の住むところとして敵視された。

新世界に住み始めてその!当然主義境の変貌にいちはやく気づいたのは，すでに都市化が進みその

問題も顕夜イとした東部に住むエワートたちであった。 1840年代に狩猟を趣味とする彼らはその

動物相が箆弱になっている傾向に気づき，ぞれが獲物の減少の問題にとどまらず自然、磁場全体の

変貌の兆しではなし、かと心配した。

ソロー CThoreau，Henry David， 1817 - 1862)は1854年マサッチ ι ーセッツ州のコンコー

ド (Concord)郊外のウオールデン地 (WaldenPond)畔での小路暮らしの生活の記録そ出版

したが1) これは人間に飼い慣らされた自然潔墳における体験である。外交官とじてヨーロッパ

に滞殺した経験からマーシュ (Marsh，George Perkins， 1801… 1882)は地中海沿岸の文明の

興亡を観察して，人!inが自然環iztに対して働きかけることによる問題に関して地人事ではないと
いう危倶の念そいだき， 合弁|劉で段初の自然環境に|誌lする書物， “Man and Nature""'を 1864

年に出版した。被は森林を消費するのではなく，利用するべきだと考え，皆伐の容を訴えた。こ

の本はどンシ日ーを始めとする知識人たちの環境に対する認識に大きな影轡を及ぼした。

このように知識人のcj:Jiこは資源の問題に対して早くから饗絡を鳴らす者がいたが，とても社会

を動かすほどの影轡カははかった。しかし， 1ヨ常生活に関わる問題が発生するにしたがって，そ

れらに対処するための立法処践が次第に講じられるようになった。 1869ifには大陪横断鉄道が

開通し，それまでは市場が速すぎて利用されなかった資源にも人の手が}JI]わることになり自然、部

境の搾取が加速容れた。 1872年にはネブラスカナトjで櫛林をn手びかけるために総化記念、1:=1

CArbor Day)が4月10日に制定された。

森林破壊の問題に対する政府の対応はシュルツ CSchurz，Carl， 1829 - 190W' (Fig. 1 )の

内務官3長官Il寺代 0877 1881)に本格的になった。 彼はト‘イツの林業地域に生まれ， 18521fに
合州、I!識に移民した。 17q務官民誌になると森林の保全は国家的な問題であると議会に訴え，述邦政

府による森林の管J'Ilを二回長した7'0 ~II寺は土地利用の~JWjIJiま自td:J の{受容だとして， とりわけ間部

の人々からは反発されたが， 1891年に“ForestReserve Act"が成立する恭礁をつくった。
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1878年にはパウエル CPowell，]ohn Wesley)が湖沼部の乾燥地謝;そ探検してのそこでの農耕

に|到するレポート引を議会に提出した。 このrj.lで農地を維持するために瀧概施設を政府が建設す

べきことを提案し，政府の協力を訴えた。

シュルツが内務省長官を退いた 1881年には， /.良務省内に林業部門 CDivisionof Forestry) 

ができた。これは初代の主任となったハーグ CHough，Franklin Benjamin， 1822 - 1885)が

1878年に農務省の依頼を受け， 森林破壊の問題を述べ， その保全を訴えるレポート後作成した

ことが発端となっている。

2代呂のふfグレストン (Egleston，Nathaniel H.， 1822 - 1912)のあとを 1886年に引き継し、

だドイツ出身で林業の専門家であったファーノウ CFernow，Bernard E.， 1851-1923) (Fig. 

2)は1898年にどンシ自ーに織を譲るまで 12年間にわたり，林業部門の主任として森林を政府

が管理することの必要性を訴えただけではなく研究の主意義も述べていた九そのころになると西

部で平魁が続き，…般の人々の環境管理に対する理解も次第に深まってきていた。

1891年には保護林を指定する法体 CForestReserve Act)ができた。これによって大統領の

命令によって公有林地を資源の保全および水源秘義の目的のため保護林に指定することができる

ようになった。 ハリソン CHarrison， Benjamin， 1833 - 1901) 大統領は制定直後に間部の

13，000，000エーカーを指定した。その中には州立公閣となっていたヨセミテ渓谷 CYosemite

Valley) を取り巻く地域が含まれていて， ヨセミテの倒立公磁化が前進した。 これによってそ

の後の閤有林や国立公i識が発援する基盤が撃った。
1897年には保護林 CForestReserve)が国有林 (NationalForest) と改称され， 18981手3

月11日にはファーノウの後任としてピンショーが林業部門の主任となった。 1901年にはピン

シEーの知人であったシオドア・ローズベルトが大統舗に就任し， この林業部I]~ (Division of 

Forestry)が森林局 (Bureauof Forestry)と改称され，拡充された。 1905年には“National

Forest"の管理が内務省の土地事務所 CGeneralLand Office)から農務省の森林局へ移管容れ，

ピンショーの強い嬰望によって， 人々に奉仕するという意味がはっきりする“Forest Service" 

という名称とした。

3. オルムステッドとピルトモア

オルムステッド (Olmsted，Fred巴rickLaw， Sr.， 1822-1903)10' CFig.3)はニューヨ…ク

のセントラノレパーク CCentral Park) を始めとする公閣の設計や， キャンパス・都市計樹など

で既に著名な人物となっていた。しかし，ニューヨークの公i識に!鶏わる政治的な間争に疲れ果て
た披は 1863年から 65年までカリフォルニアナト|のマリボサ CMariposa) の鉱山の資配者のl慌を

引き受けた。その11¥]， 持!立か近くにあるヨセミテ渓谷を訪れ， 1865年にはその線全の必要を求

めるレポートを作成している。このレポート lliは今日でも新鮮であり， ただ手与をつけず、に桟せと

つでも無窓味であるということを理解したオルムステッドが，その保全手法とその意義につい

てー具体的に検討・を行なっている。これからもオルムステッドの自然環境の保全のための計倒的な

戦略に対する関心がうかがえる。このように都[11だけではなく自然滞域の{来全の必要性をもオル

ムステッドは痛感していたので， どルトモアの広大な森林の管問に対する i渇心も高かったのは~

;然であった。

1888 ir:にオルムステッJ-"はジ日ージ・パンダーピルト (Vanderbilt， Gcorge W.， 1862… 

1914) (Fig. 4 )からビルトモアのfllilliiに参ITlIiすることを求められた。彼とパンダービルト家と
の関わりをたどると， ニ品ーヨーク州、!のスタトン品 CStatenIsland) に移住し，科学段法の実



239 

践会試みた 1848年にさかのぼる。そのとき隣地に態i認を所有していたウィリアム・パンダービ
ルト CVanderbilt.William H..ジ自ージの父)と知り合いになる。また，彼はパンダーピルト

家の織の計画やジョージ・パンダーピルトのメイン州パーハーパー (BarHarbor) のサマー

ホームにもすでに携わっていた。このような縁でオルムステッドはどルトモアの計倒にも関与す

ることになっfこ。

当時26才・でω梁馬などの野外活動を好んだジ百一ジ・パンダーどルト山はノースカロライナナト|

アッシュピル (Ashvi11e) 郊外を訪れ，その気{院と I~Ê設から，このどルトモアの地が気に入り，

1888年までに約2.000エーカーを入手した。だが，そのこ|二地をどうするのかという具体的な言hilli
を彼は持っていなかった。 ただ紫色のすぐれた場所に館を践で問問は問地 (park) にしたいと

いうことであった。しかし，仕事を依頼されたオルムステッドは現地縮斑の結果から，協i地を造
成するのには土壊などの要因から不適であるので，むしろ社会的詳細目が潟く実誌にもなる林業経

営を試みることを勧め，パンダーピルトはこの提案を受け入れた。泡11札森林を育成するという

林業は合州国ではまだ行なわれていなかったが， 自分が既に関係したアディロン夕、ックLLI(Ad幽

irondack Mountains)の保全運動などから，林業の必要性を時感し，オルムステッドはこの提

案をしたのであろう。

建物自体は当時議I誌の人気を誇っていたハント (Hunt.Richard Morris. 1828 - 1895)が担

当することになった。 1889$ 3月にその関部を兇たオルムステッ F'は， ヨーロッパの城のよう

な折衷主義のハントの態築 (Fig. 5) に対して批判的であったが， I~E~裂や風向きなどの配l留に

i却するデザインの変更を勧めた総!支で，協力して仕事が遂行され，建物はi却1::7月には務工され
た。 とはいえ， 態物を取り巻く庭園空間 (Fig.6) は建築に従照的に成らざるをえなかった。

オルムステッ 1':が情熱を住いだのはむしろ周聞の 120.000エーカーに及ぶ広大な樹林地 (Fig‘7.

8)であった日O

年米にいたり，その社会的窓識の議喪主に!渇する認識も深まり，パンダービルトとオルムス

テッドのどルトモアの森林に出ぐ情熱は高揚した。敷地は拡大され，前畑や樹木!調印r・

boretum) をつくることも決定した。 これは， 彼が， ハーバード大学の所有するボストン郊外

のアーノルド結;木Ilm(Arnold Arboretum) のデザインに|羽わり， また， 維持“Gardenand 

Forest"の発行を通じて， =1]11寺のアメリカでもっとも著名な樹木学者で関長でもあったサージ L

ント CSargent，Charles Sprague， 1841 - 1927)と親しかったことに関係する。ピルトモアの

森林にi渇しでも， 1890年の;c[にその改良1i1'U母惑をサージェントに提出し， アドパイスを求めて
いた。 1890年には，彼は，その後60年に渡ってビルトモアの管rmi-担当することになったビー
1，'ル (Beadle.Chauncey D.) を招きlEiilflや樹木i認を管fmさせた。森林に関してはどンショー
を1891年米にその賞記者とした。 また， すでに当H寺から合州国議初jの林学校をここに設立する

ことをオノレムステッドは欄議していた。

198511とまでオルムステッドはピルトモアに毎年 2-3闘は足を述び，時には数週間も滞夜す

ることもあった。持::j)T，jと老化によって体調はどjレトモアの仕事.を行なっているうちにも懇化する

一方であり，ここが彼が直披関わり，衰える自分と戦いながら全力を尽くして行なった最後の仕

事となった。 1895年の 3j=J1こはオルムテッ 1':の紀給力が著しく袋え， ときには会う予定の人物

の名l1ijさえも忘れるほどになり，実務の多くは息子が代行するようになった。それでも同:11::4月

米にどルトモアの林地の管恕!をピンショー{こ代わって行なうためにぎIJ殺した 1~5i~に，オ jレムステッ

ドにfm会したシ A ング CSchenck， Carl Alwin. 1868-1955) は彼の専門家としての能力を高
く評僻しただけではなく，今までに出会ったなかでもっとも愛すべき老人で・あったと述べているO

オルムステッドは 1895i下6月 10卜iにどルトモアを去り，そのまま捺養生活に入り 21立と従るこ
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とはできなかった。それでも，療薬中に息子にピルトモアのことをいつも尋ねていたといわれる。

オルムステッドは狭義のj窓際i家というよりも社会改革家とlIifぷ方が当であり，普通の人々の
生活境協の向上に常に心を配っていた。そのような彼が，独占的な鉄道で財を成し

あたかも悶王の城のようなま[1宅のJi!i]辺の仕事を引き受けたのはなぜであろうか。彼は経済的にも

不自性!なく，社会における詳iiUiもi@j7;)った。また，晩年に述し，不眠などの持病も感化してきた

ため，仕事からも次第に遠ざかりつつあった。もしこの事業安金持ちの遊楽と認識していたので

あれば，このような状態で伺度もどルトモアに足を運ぶことはなかったであろう。さらに，すで

に造i刻家としての名声が高く， f皮の事務所には多くの校事の依頼があったが，庭能!などの個人的
な甘えれますべて断わっていた。にもかかわらず， ビルトモアの{土斗まだけは引き:受けたのは，その

規模と内容からピルトモアの計測与を半公共的な仕事として認識していたからである。彼自身が設

かな家庭に生まれ道官~家としてのflm人的な顧客も裕福な人々がi吋わ心であったが，彼はそれを設

定するのではなく，その経済力を在、的なものに11こめずに，社会に役交で還元しようとしていた。

このことはオルムステッ 1"の仕事を振り返ることより明白となる。大潟畿の私的な計部iであって
もそれぞ訴定するのではなく，常にそのクライアントを説得・啓発して社会に役立つらのを造り

だそうとしていたことがうかがえる。その考え方の延長として， ピルトモアでも働くひとびとの

{主部境の改善を考慮して，模範的な村龍ぞピルトモアに2十回していた
オルムステッドがビルトモアぞ重視したもうひとつの朗自は彼の事務所とそれを担うであろう

COlmsted， Frederick Law， Jr吋 1870 1957)の将米を考えていたからであろうo1誌は息
子右前に伴ってビルトモアにやってきていた。その拠出の第一としてここが植物や林業，さらに

は大プロジェクトの運常技能について学ぶまたとないチャンスを与えてくれると言うこと。第二

に，彼自身が自分の知力や記憶力が衰えてきつつあることを認識し，補佐役らo、要としたこと。
第三にこの総合的な大ブロジ品クトを通じて， gl分の後織者としての能力を身につけてもらいた
かったこと。さらに，若いのパンダービルトとのコミニェニケーションを円滑にするためには

同世代の息子の方が良いと考えたことも挽iWJされる。すなわち，褒i息する自分とii設いながらも常

に冷静な'1!IJlj去を下し，将米を服製していたオルムステッドの姿が浮き彫りにされている。

4. ピンショーとどルトモア

ピンショー CPinchot，GiffOl札 1865- 1946) CFig. 9) If，山はペンシルベニア州の絡樹な家

j立にl:tまれた。子供の頃から夏はアディロンダック LLIにある別荘で過ごし，狩事itやがJなどを通し
て自然滋i克に親しんだ。父親のジェイムズ・どンショー CPinchot，James)は， i皮に“forester"
になることを勧めた。 具体的な“forester"のイメージが浮lぎないながらも， ピンショーはそれを

日分が望む職業のようだと想像していた。しかしながら，資脱が無尽蔵にあると忠われた当時の

アメリカには森林を育てるというl職業は存在しなかったし，そのような教育機関もなかった。そ

こで， 1885 i:f:に家の伝統であるイエール CYale)大学に入学してから，生物学や， t自主H学，

天文学などの関係のありそうな学科を選択した。

1889 :tl~の春に i卒業し， 本協的に林学会学ぶために， 林が紘立したヨーロッパに向かった。

j<'イツの高名な“Forstmeister"で， ビノレマやインドに林業そ導入した実私立公持つブランディス

CBrandis， Dietrich)のアドバイスを受けたo 1<11父がフランス出身のピンショーは， フランス

も JIHì~だったことも手伝って，ブランスのナンシー (Nancy) にある開立林学校 CL'Ecole

Nationale Forestriere) Iこ入学し， ]{fあまり林学を学んだ。 しかし， これ以 1:十ii?荘しヨー
ロッパの林を学んでもアメリカでは適用できないと考え，また， flIliであるプランディスからも



241 

アメリカで実践してみることが…番大切だとのアドバイスを受けた彼は， ヨーロッパ諸国の林業

そ見学してから， 1890年 12月に焔l識した。
帰鴎後，父親のってをたどり，森林および政府関係者のもの尋ねて，林業家としての将米につ

いてのアドバイスを求めた。 1891年2月のミシシッピへの調査旅行の途中ではピルトモアにも

立ち寄った。また，農務省森林部門の主:ffのファーノウとともに行なった調査旅行を通じてアメ
リカの森林に対する盟解が深まった。しかし，ファーノウの助手にという仕事の誘いにもかかわ

らず， 彼は政府機関で働くよりも実際に外に出て仕事をすることを選んだ。結局， 1892年2月

からピノレトモアで働くことになったが， それまでに 31ナト!とカナダを訪れたり， 森林について講

演を行なったりして祖国の森林とその環境にI~留する見聞を広めていた。

ピノレトモアでの， ヨーロッノ坊主ら箆り青雲の定、に燃えるピンシ Eーと晩年のオルムステッドの

出会いは重要であるo ピンショーの父織とオルムステッドは普からの友人であったから，林学を

学んだピンシ冨ーのことをオ Jレムステッドは開き知っていたに違いなし、。 1891年 10月にどン

ショーはビルトモアでオノレムステッドに初めて会った。さらに袈月にはオルムステッドの事務所

のあるボストン郊外のブルックライン (Brookline) でどンシ謂ーは経験や林業に関する知識に

ついてのインタビューを受けた。そして， 12月には採用が決定され， 翌年の 2月からピルトモ

アで勤務することになった。 ピンショーはその出会いの感動を， rオルムステッド氏は私にとっ
て100年に i人と呼ぶべき人物であった。J. また， r私が拳速にも出会うことのできた最高の頭
脳の持主であった。J，r彼の知識はその職業の領域をはるかに超越するものであった。Jと感動的
に記録している。また，オルムステッドも“forester"としてのピンシsーの将来に期待し，若い

彼を対等な立場で披って， 親身なアドバイスをしている。また， 1895年にピンショーがピルト

モアでの仕事をやめるとき，結問は辞退したが，彼はニューヨークの公閣委員会の委員に推薦さ

れた。そのことを知ったオルムステッドは喜び， ピンショーは林業家であるが森林と縫闘，公閉

が異なる原理に基づいて管理されていることを理解していると非常に高く評櫛していた。

どンシ謂…は年棒$2.500でピjレトモアの施業計磁と 1893年に計翻されていたシカゴの世界博

覧会でのどノレトモアの林業に閲する説示の準備を行なうという契約で採用された。彼iは立 1892年

2月3臼に赴任しι，麟綴的に森林計計.臨瞬iを立案した。初初j年j皮支の報告!
背林の諸窓:義をきこりをはじめとする現場労労rf働勤者にE盟盟解してもらうことであつた。当時は森林資額
も 11!~尽蔵と思われ，伐採したら加のところに移動するのが当然であり，下生えを保護したり，森

林を育成することなど見向きもされなかったから， どンショーはその忠、想の普及を彼の助手から

現場の長へというl阪で全員に!広めていった。作業計・踊の目的は第一に利潤，第こに毎年均一化し
た憶続生産，第三に将来に向けての改良であった。当時のアメリカの状況では択段はコストが問

題となった。林地は3つの大ブロックに分けられ，さらに平均41エーカーの大きさの92からな

る林班に細分されていた。 初年度にも$1.220.56の手l問題を臨みだしたと記録されている。 (Fig.

10) 

ピルトモアの施業が軌道に乗り，余裕が出てきたので， 1983年 12月にはニューヨークで

"Counseling For巴ster"として事務所を閉し、た。その日としては哀をよく過ごしたアディロン

ダックなどの森林の保全計測の策定などをおこなった。 さらに， 1895年春には. 1皮のドイツに
おける斜iであったプランディスのアドバイスによって， シι ンクを後詰として呼び寄せ， ピン

シgーはどルトモアの森林管理の}肢を砕した。

ピルトモアを離れてからピンシ g…は， 政府に関係する仕事をすることになった。 1896'年に

政府の "ForestCommission"の最年少のメンバーに任命され，間部を旅行した。その際， ヨセ

ミテでは，国立公i謝の保全に尽力し. I当然保護団体シエラクラブ (SierraClub)の創設者であ
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Fig. 1 Car1 Schurz 
(1829-1906) 6) 

Fig.4 George W.Vanderbilt 
(1862-1914)叩
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F'ig.9 Gifford Pinchot 
(1895-1946) 6) 

Fig.3 Fred邑rickLaw 
Olmsted， Sr. 
(1822…1903)叫

るミュア (Muir， ]ohn 1838 - 1914) にも会った。 1898年には“Divisionof Forestry"の

ブァーノウが辞職し， コーネル (Cornell)大学で林学を教えることになったので， その後任に

どンショーが選ばれた。こうして彼はその後の合州出森林間の設立，発展に大きく関わることに

なった。

5. ビルトモアの林業教青山

ピンショーが実践したピルトモアにおける林業は多くの人々の注目を浴びた。 1894年に彼は

どルトモアで働くことを希望した人々からのIgl~ 、合せが殺到したと紹介している。しかし，その

凶にはピルトモアはまだのHr彦l!:.を受け入れる{本制にはなかった。

パンダーピルトの支持そ得て，オルムステッドが設史に尽力した林業学校は，彼がI~I illする
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Fig.5 Biltmore Houso (1988) Fig. 6 Biltmore Garden (1988) 

Fig'.7 Biltmore Forest (1988) Fig. 8 Biltmore Plan (1896)叫

Fig. 10 Managemenl Zone of Biltmore F'orest (1893)17) 



244 

1895年にどンショーの後継者としてドイツから米たシェンクによって実現主れた。{皮lま溜年か

ら学生を受け入れ年で林業実務を修得する課程をもっ唱i1tmor邑 Forest School"を 1898

主1::9月 1日から正式に!?自校した。この学校は後に合併、I!謹森林間で活綴した人材を育成した。しか

し， 1907主手頃には木材不況の器汚撃を受け， 学校の維持援を捻出してきたピルトモアの製材所か

らの収入が見込めなくなった。 このこともあって， 1908年にはシA ンクは多くの関係者を集め

て“BiltmoreFair"を催し， ここの林業教育に対する期解を求め，学校を維持するための財線を

liifi保しようとしたヘしかし，次第にパンダービルトの財躍も減少してきたことが明らかになり，

ピルトモアの維持管理費も急激に削減された。そのこともあり，ノぜンダーピルトととの関係が悪

化し， 1909年にシエンクはどJレトモアを去った。その後も， 彼は学校では教えていたが学生が

減少し， 1913年に学校は閉鎖され， 彼はドイツに渓った。盟主ドには， ノインダ…ピルトが若くし

て亡くなり， 1916年には広大な森林は処分された。結局，大審議の私的なものであったために，

パンダービルトの資産状態や猟分に在右されたことがその限界でもあった。

このように続命ではあったが，閉鎖される頃には他にも林業教育を行なう教育機関が誕生して

いた。 1898年， ビルトモアより 1カ月連れて農務省の林業部門主授の地位をどンショーに

譲ったファーノウによってコーネJレ大学で4年制の林学教育課程が設立された。この諜躍は現在

ニューヨーク州立大学のシラキュース (Syracuse)校の林学部となっている。 1900年iこはピン

ショーの父親が中心となりイ五一Jレ大学に基金を寄付し，林学の大学院を設援した。また開年ピ

ンシヨ一lは立陪婿とともに専門家向志の意見交換のためlにこアメリカ林業家協会(作Th凶eSociety of 

American For陀忠s以託te釘r叫を設立している。

6.おわりに

合州国森林の破壊とその問題を把握して，その保全を画策したのはよ流階級に!認する先駆者た

ちだった。彼らが集まった場としてピルトモアは環境保全の麗史の中で震喪な役割を巣たした。

しかし， ファーノウが常に主張したように，森林は国家のような主体がかかわらなければ，とり

わけ環境保全のように経済的価舗が求められない場合には，長期間に渡る髄統的な管理は困難で

あった。オルムステッドやピンシ詔ーは基金を設立レ憶常的な管理を可能にすることをパンダー

ピルトに訴えていたが実現しなかった。このどルトモアはパンダーどjレトの資産を食い設す状態

となり， その年間の維持管!ill裁は最盛期には$250，000だったのが20世紀になった頃には $7，000

へと激減したへすなわち，経営という点では林業の試みは失敗であった。

ピルトモアの評価はむしろ，さまざまの試みを可能とした院大な実験室としての役割を果たし，

そこから保全趨動の中心となる人材が議出したという点、であろう。その第一の人材であるピン

シ百ーは人間関係，能力，林業を選んだ11寺代の状況などのすべての点で窓まれていた。しかし，

長年月にわたって環境の保全のために努力してきたファーノウやオルムステッドなどの仕惑の蓄

積があったがゆえに活躍する鱒1討を巧・えられたといえる。

パンダーピルトの死後， 処分された森林の多くは， 現夜ピスガー鴎脊林 (Pisgah National 

Forest)となり，邸宅は博物館として公開されている。
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Summary 

1n the Unitecl States， forest conservation movement began in late 19 th century， as 

a result of rapicl increas巴 ofenvironmental problems caused by urbanization in the 

eastern cities ancl ruthlとsslim ber hal、rastingin the West. As a p1ace of the first 
practical forestry， ihe project at Biltmore Estate is extreme1y important ancl has [01-

lowing meanings in the history of the U. S. conservation movement. 

1. Scientific for巴stryis carriecl ou t. 

2. Social reformer ancl first 1anc¥scape architect， Freclerick Law Olmst巴c¥met ancl 

influencec¥ young Gifforc¥ Pinchot， who later became a c1irector of the U目S.Forest 

Service. 

3. First forestry schoo1 in th巴 UnitedStates was openec¥. 

4. Total environmental planning inclucling arboretum， nurs♀1・y，moclel farm， villege 
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and forest was made. 

This project did not last very long because the funding and final decision was 

made by an bi11ionaire Geroge W. Vanderbilt， who spent too much money to sustain 

this project and died young. However， people involved in this project and educated 

here took charge of U. S. forests and conservation movement in the 20 th century. 




